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はじめにはじめに
世界中のマグロの種のなかでも、

クロマグロほど高い価値を有する種はあり

ません。クロマグロは、大西洋クロマグロ 

(Thunnus thynnus)、太平洋クロマグロ 

(T. orientalis)、ミナミマグロ (T. maccoyii) 

の 3 種に分類されます。3 種のどれも世界

中のスシ業界で極めて人気が高く、世界で

もっとも高級な魚に常に含まれています 

(Collette et al. 2011)。この経済的価値が世界

中で持続不可能な水準でクロマグロを漁獲

する誘因をもたらしています。現在、この 

3 種のクロマグロは世界でもっとも乱獲さ

れているマグロ種として知られています。

この文書は、クロマグロの生活史、海域分

布、生活サイクル、漁業の歴史、そして漁

獲管理に関する最新の科学的文献をまとめ

たものです。

クロマグロを特徴づける生物学クロマグロを特徴づける生物学
的特質的特質
すべてのクロマグロ種は生物学的特徴にお

いて共通する点が多くあります。大きな体

を持ち、成長するまでに時間がかかるこ

と、また他のマグロに比べて体温を保つ能

力が優れている点などです。しかしながら 

3 種のクロマグロの間には大きな違いもあ

り、同じ種であっても個体群間で違いが存

在します。例えば、成魚の年齢の中央値

(ある個体群内において個体の大半が生殖可

能な年齢) は、東部の大西洋クロマグロが 

5 歳であるのに対し、西部の大西洋クロマ

グロとミナミマグロは 15 歳とされていま

す。この生活史のパラメーターの違いは、

個体群の健全性や乱獲に対する脆弱性に多

大な影響をもたらす可能性があるため、こ

れらの数値は特に重要です。

個体群の健全性は、科学者が評価対象

種の生物学的パラメーターに加え漁獲率に

関する最新のデータを用いて行う定期的評

価により決定されます。一般に成熟が早い

種や個体群は、漁獲される前に産卵可能な

年齢に達することが多いため、成熟の遅い

魚種に比べて漁獲圧への耐性が高くなって

います (Jennings et al. 1999)。繁殖可能にな

るまで成熟した成魚の個体数水準を保つ必

要がありますが、未成魚つまり幼魚を過度

に漁獲することは成魚の数の激減につな

がります。成熟年齢もまた、個体群が乱獲

から回復する能力に影響を与えます。生殖

開始年齢が高めの種や個体群は、世代交代

に多くの年月がかかります (Hutchings and 

Reynolds 2004)。また個体数の増加速度は、

生殖年齢が低い個体群と比べるとかなり遅

くなります (Hutchings and Reynolds 2004)。

さらなる研究を要する重要な生物学的

要素として他に挙げられるものは、産卵エ

リアと産卵期、また個体群構造や季節によ

る移動パターンです。これらの要素を理解

することで、健全な個体数水準への回復と

健全な個体数水準の維持に必要不可欠とな

る推定値の精度が高まります。個体群構造

や移動パターン、産卵エリアに関する知識

が深まれば、海域ごとの適切な漁獲割当量

をより科学的に決めることができます。こ

れらの基本的な生物学的パラメーターに関

する知識が欠如していると、当該魚種が著

しく危機に瀕しているときに、下位個体群

や産卵群に対する乱獲が起こりえます。正

確なデータがなくても漁業を管理すること

は可能ではありますが、不正確なデータに

基づく評価の不確実性に対応するためには

より予防的にならなければなりません。

Andre Boustany 博士*

要旨要旨
3 種のクロマグロは赤道から南北両亜極海の範囲の世界中の海に分布しています。一連の種のクロマグロは赤道から南北両亜極海の範囲の世界中の海に分布しています。一連の

生理学的適応性によってクロマグロは広範囲に回遊することができ、魚類のなかでもっと生理学的適応性によってクロマグロは広範囲に回遊することができ、魚類のなかでもっと

も広範囲な生息域を有します。クロマグロを対象とした漁業は古くから行われており、主も広範囲な生息域を有します。クロマグロを対象とした漁業は古くから行われており、主

に小規模の地元のマーケットへ魚を供給してきました。近年の水産マーケットのグローバに小規模の地元のマーケットへ魚を供給してきました。近年の水産マーケットのグローバ

ル化の進展が、産業規模化した漁業や世界のスシ・マーケットでのクロマグロ価格の高騰ル化の進展が、産業規模化した漁業や世界のスシ・マーケットでのクロマグロ価格の高騰

とあいまって、持続可能な水準を越えたクロマグロの乱獲に拍車をかけています。その結とあいまって、持続可能な水準を越えたクロマグロの乱獲に拍車をかけています。その結

果、世界中のマグロの個体数が著しく減少し、ときに初期資源状態の 果、世界中のマグロの個体数が著しく減少し、ときに初期資源状態の 3 パーセントにまで パーセントにまで

低下することもありました。クロマグロの生活史の特徴が、乱獲による脅威を深刻化させ低下することもありました。クロマグロの生活史の特徴が、乱獲による脅威を深刻化させ

ています。すなわち、遅い成熟速度と長い寿命のために枯渇した個体群を回復させるにはています。すなわち、遅い成熟速度と長い寿命のために枯渇した個体群を回復させるには

長い時間が必要となります。クロマグロの生態に関する知識がより正確なものになれば、長い時間が必要となります。クロマグロの生態に関する知識がより正確なものになれば、

持続可能な漁獲圧水準や個体数の回復速度を専門家が理解できるようになります。最終的持続可能な漁獲圧水準や個体数の回復速度を専門家が理解できるようになります。最終的

に、クロマグロの個体数の回復は、科学的に適切な管理措置を制定する管理者の意志、おに、クロマグロの個体数の回復は、科学的に適切な管理措置を制定する管理者の意志、お

よび合意された規則を施行する政府の能力にかかっています。よび合意された規則を施行する政府の能力にかかっています。

*略歴は裏面をご覧ください。
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ド島まで、また東は北アフリカからノルウ

ェー東部の中央海岸までの範囲で見られま

した (Mather et al. 1995) (図 2)。もっとも、

過去数十年クロマグロはブラジル海岸沖

や北海では見られなくなっているため、

この分布海域は狭まりました。大西洋クロ

マグロ (T. thynnus) は、複数の産卵場所

(地中海、メキシコ湾、バハマ諸島) を持つ

ことが知られている唯一のクロマグロ種

です (Mather et al. 1995)。地中海での産卵

は 5 月から 8 月にかけて行われ、メキシ

コ湾では 4 月から 7 月初旬に行われます 

(Dicenta and Piccinetti 1980, Cort and Loirzou 

1990, Richards 1990)。孵化後まもない幼生

と産卵を行う成魚はバハマ諸島やフロリダ

海峡で発見されてきましたが、この産卵エ

リアはメキシコ湾の産卵エリアの延伸であ

る可能性もあります (Richards 1990)。これ

らの産卵エリアのほかにも産卵場所が存在

するとの考えが提起されたことがありまし

たが、幼生や産卵の最終段階に入った個体

は現在のところ他の場所では発見されてい

ません (Lutcavage et al. 1999, Goldstein et al. 

2007, Galuardi et al. 2010)。最近の遺伝学研

究によって、メキシコ湾と地中海のクロ

マグロは遺伝子的にまったく異なる個体

群であることが確認され、そのため個別

に管理する必要があることがわかりました 

(Carlsson et al. 2007, Boustany et al. 2008)。

移動パターンや個体群分布を考慮する

と、この 2 つのクロマグロの個体群を別

々に管理することには困難が伴います。地

中海とメキシコ湾からの個体が、それぞれ

の産卵場所で混ざり合うことはありません

が、北大西洋全体の餌場で両個体群は高い

水準で混在しているという事実を研究者が

明らかにしています (Block et al. 2001, Block 

et al. 2005, Rooker et al. 2008)。この海域での

漁獲活動は両方の個体群から漁獲する可能

性があるため、それぞれの個体群に適切な

漁獲水準を設定することは一層困難となり

ます。研究によって、北太西洋西部に分布

する多くの（恐らく大部分）の未成魚は地

中海の個体群から来ていることがわかって

います (Block et al. 2005, Boustany et al. 2008, 

Rooker et al. 2008)。メキシコ湾から大西洋

東部へ回遊するクロマグロの個体数は、ま

だ明確になっていませんが、西部から東部

の管理ゾーンへ移動する個体の存在が追跡

調査により明らかになっています (Mather 

et al. 1995, Lutcavage et al. 1999, Block et al. 

2005, Walli et al. 2009)。

北太西洋西部においては、幼魚は孵化

した後にメキシコ湾から出ていき、通常最

初の何年かは、アメリカ東海岸の温かい

沿岸水域にとどまっています (Mather et al. 

1995)。また、春と夏に温水をたどって北

へ移動し、冬には南へ戻ってきます (Block 

 再生産性、つまり成魚一尾あたりの幼

魚産出数の年齢による変化は、クロマグロ

の個体群が乱獲から回復する能力に影響を

与えます。すべてのクロマグロ種に共通し

ますが、年齢が高い個体が個体群全体の生

殖生産においてもっとも重要な役割を担っ

ています。多くの海産魚種と同様に、ク

ロマグロが産卵する卵の数は大型の個体

でより多く、体長 190 cm の大きさのもの

では 500 万ほどの卵を産み、体長 250 cm

のものでは 2500 万ほどの卵を産卵しま

す (Farley and Davis 1998, Sawada et al. 2005, 

Chen et al. 2006, Baglin 1982)。卵の数は、

個体のサイズや年齢とともに増えていくた

め、年齢が高く、サイズが大きい個体が個

体群の総生殖生産に与える影響は、個体群

内の高年齢個体の数から想定されるよりも

大きなものになります。

クロマグロの分布海域クロマグロの分布海域
クロマグロは赤道から南北両亜極海の範

囲において、世界中の海に分布していま

す (Bayliff 1994, Mather et al. 1995, Farley and 

Davis 1998, Block et al. 2005) (図 1)。マグロ

類のなかで、クロマグロ 3 種（大西洋ク

ロマグロ、太平洋クロマグロ、ミナミマグ

ロ）は、他の魚類と異なり、周囲の水温よ

り高く体温を維持する能力を持っています

(Carey and Lawson 1973, Sharp 1978, Collette et 

al. 2011)。これは高度に発達した特殊な血管

網を持ち、また他のマグロ種と比べ大きく

成長するためです。その結果、クロマグロ

は水温等の環境要因によって地理的に制限

されることはありません。そのため、すべ

てのマグロ種のなかでも、クロマグロはも

っとも広い生息海域を持つのです。

追跡タグ、遺伝学の利用、マグロの部位

に見られる化学的特徴を測定するなどの幅

広い研究方法は、クロマグロの分布や行動

パターンに対する理解を深めるために利用

されてきました。ミナミマグロはインド洋

から南洋、そして南大西洋の範囲に分布し

ており、大西洋クロマグロは過去において

ブラジルから大西洋のノルウェー中央部の

範囲に分布していました。また、太平洋ク

ロマグロは北太平洋から、南太平洋、そし

てオーストラリアやニュージーランドに分

布しています (Collette and Nauen 1983, Bayliff 

1994, Mather et al. 1995, Farley and Davis 1998) 

(図 1)。クロマグロの未成魚の分布が暖か

い海域に限られ、かなり狭い海域に集まる

一方で、大型の成魚はその行動範囲を冷水

域にまで広げることができます (Itoh et al. 

2003b, Kitagawa et al. 2004, Block et al. 2005)。

大西洋クロマグロの分布海域大西洋クロマグロの分布海域
大西洋では、クロマグロは西はブラジルの

北東海岸からカナダのニューファンドラン

図 1：世界中の海に分布するクロマグロ䌿世界中の海に分布するクロマグロ䌿

図 2：大西洋全体に分布し地中海およびメキシコ湾で産卵する大西洋クロマグロ䌿
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北アメリカの西部の沿岸水域に入ると、ク

ロマグロは藻類とイワシの発生ピークにあ

わせて沿岸を上り下り移動します (Domeier 

et al. 2005, Kitagawa et al. 2007, Boustany et al. 

2010)。これらの個体は成魚となり西部へ戻

るまで、数年の間、太平洋東部にとどまり

ます (Bayliff 1994, Boustany et al. 2010)。太平

洋西部に移動した成魚の多くはそのまま西

部にとどまりますが、ときにわずかながら

太平洋東部やオーストラリア、ニュージー

ランド沖の太平洋南部へ移動します (Smith 

et al. 1994)。

ミナミマグロの範囲ミナミマグロの範囲
ミナミマグロ (T. maccoyii) は太平洋やイン

ド洋、また大西洋南部の範囲に分布して

います (Collette and Nauen 1983, Commission 

for the Conservation of Southern Bluefi n Tuna 

[CCSBT] 2010) (図 4)。ミナミマグロはオー

ストラリア北西部とインドネシア・ジャワ

島の間に唯一の産卵エリアを持ち、一個体

群で構成されていると考えられています 

(Proctor et al. 1995, Yukinawa 1987, Farley and 

Davis 1998)。産卵の大部分は 9 月から 4 月

にかけて行われます。これ以外の期間にお

いても、少数ではありますが 7 月を除くす

べての時期で産卵が見られます (Grewe et al. 

1997, Farley and Davis 1998)。

 未成魚は孵化後移動をはじめ、通常最

初の年の間は南オーストラリア湾に入り

ますが、この移動パターンは餌の入手可

能性がピークに達する季節に合わせている

とみられています (Shingu 1967, Ward et al. 

2006)。5 歳頃になるとミナミマグロは南オ

ーストラリアの沿岸海域ではあまり過ごさ

なくなり、太平洋やインド洋、また大西洋

全体へとより広範囲に移動します (CCSBT 

2010)。産卵は 8 歳から 15 歳の間ではじま

り、年齢は 42 歳に達することもあります 

(Farley and Davis 1998, CCSBT 2010)。

クロマグロのライフサイクルクロマグロのライフサイクル
すべてのクロマグロは海面水温の温かい海

域で産卵を行います (Schaefer 2001)。キハ

ダマグロやタイセイヨウマグロ、メバチな

どの熱帯マグロ種の成魚は産卵に適した海

域やその隣接海域を回遊しているため、産

卵は十分な餌がある限り 1 年中行われます 

(Nishikawa et al. 1985, Fonteneau and Marcille 

1988, Schaefer 1998, Schaefer 2001)。

 対照的に、クロマグロの成魚はその寿

命の大半を温かい産卵エリアから離れた海

域で過ごすため、温水域から冷水域まで広

く移動します。産卵期と産卵エリアは幼生

の生存の最大化の観点から選ばれていま

す。クロマグロは、産卵の成功率が継続的

に低下するリスク、種の局地的な絶滅が

et al. 2001, Galuardi et al. 2010)。この魚は成

長するにつれ、回遊範囲を北側に広げるだ

けではなく、かなり沖合にまで広げはじめ

ます (Lutcavage et al. 1999, Block et al. 2005, 

Walli et al. 2009, Galuardi et al. 2010)。もっと

も年齢が高く、また大きい個体は、冷水の

中でも高い体温を維持できるため、もっと

も広い回遊範囲を持ち、極北の海域、正確

にはカナダのセント・ローレンス湾、また

北大西洋中央にあるフレミッシュ・キャッ

プにも回遊します (Block et al. 2005, Galuardi 

et al. 2010)。

クロマグロのなかには、孵化後、地中

海に何年かとどまっていると考えられるも

のもいます (Mather et al. 1995)。しかしな

がら、魚群のなかには地中海を出て、北太

西洋東部、主にスペインとポルトガルの

沿岸水域へ入り、孵化後5年間ビスケー湾

にとどまるものもいます (Rodríguez-Marín 

et al. 2003)。北大西洋西部に分布するクロ

マグロ同様、大西洋東部に分布するクロマ

グロは、成熟するにつれてその範囲を広

げ、ノルウェーやアイスランド沖の海域に

入り、その後北大西洋中央部へ移動しま

す (Stokesbury et al. 2004, Carlsson et al. 2004, 

MacKenzie and Myers 2007, Fromentin 2009)。

そして、産卵期が近づくと成魚は産卵エリ

アへ戻りはじめます。

太平洋のクロマグロの分布海域太平洋のクロマグロの分布海域
太平洋のクロマグロ (T. orientalis) は 3 つ

のクロマグロ種のなかでもっとも広い分布

海域を持つ種です (図 3)。太平洋クロマ

グロは東シナ海からアメリカやメキシコの

太平洋沿岸まで、北太平洋全体で見られま

す (Collette and Nauen 1983, Bayliff 1994)。

産卵は春には東シナ海と琉球諸島の海域に

集中しますが、夏の数ヶ月間は日本海まで

産卵エリアを広げます (Bayliff 1994, Inagake 

2001)。太平洋西部では産卵の時期、場所、

また個体の大きさに違いがあるようです

が、太平洋には一個体群のみが存在すると

考えられています (Bayliff 1994, Rooker et al.

2001)。

 未成魚は水温の上昇に伴って北へ移

動し、幼魚の生息エリアである日本海で

過ごし、黒潮に乗っていきます (Inagake et 

al. 2001, Itoh et al. 2003a)。クロマグロの多

くは太平洋西部にとどまりますが、少数は

海を渡ってアメリカやメキシコの西海岸沿

岸へ移動します (Bayliff 1994, Inagake et al. 

2001)。太平洋東部への移動は、太平洋西部

に見られる大量のイワシと関係があります 

(Polovina 1996, Chavez et al. 2003)。通常、東

へ向かって移動するのは未成魚ですが、太

平洋の横断移動は孵化後 2 ヶ月を少し越え

た頃に起きます (Itoh et al. 2003a)。ひとたび

図 3：3 種のクロマグロのなかでもっとも広大な分布海域を有する太平洋クロマグロ䌿

図 4：太平洋、インド洋、大西洋の南部海域に分布するミナミマグロ太平洋、インド洋、大西洋の南部海域に分布するミナミマグロ䌿

ミナミマグロの分布海域

ミナミマグロの産卵海域
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れたものです (Bayliff 1994, Chen et al. 2006, 

Tanaka et al. 2006)。そのため、この推定はま

だ成熟していない可能性のある 5 歳以上

の個体の存在を考慮に入れておらず、個体

群全体の平均成熟到達年齢の過小評価につ

ながっている可能性があります。太平洋ク

ロマグロは長寿で、26 歳まで生きることが

でき、450 kg にまで達すると考えられてい

ます。産卵エリアで漁獲された魚の大半が 

160 cm 以上の体長を持っていることから、

5 歳という年齢は、個体群の大半が産卵を

はじめる年齢というよりも、成熟に達する

最小年齢と考えられます (Collette and Nauen 

1983, Sawada et al. 2005, Itoh 2006, Shimose et 

al. 2009)。

ミナミマグロのライフサイクルミナミマグロのライフサイクル
ミナミマグロは太平洋クロマグロよりもか

なり遅く成熟します (CCSBT 2010)。成熟到

達年齢は初期の研究では 8 歳程度と推定さ

れましたが、直接年齢をはかる技術を利用

した研究では、11 歳から 15 歳で成熟に

達すると推定されました (Gunn et al. 2008, 

CCSBT 2010)。成長率、平均成熟年齢など

の個体群のパラメーターは、漁獲圧によっ

て変化してきたことが明らかになっていま

す。回収した追跡タグと耳石の解析によれ

ば、個体数の減少により、個体の成長率は 

1960 年代から 2000 年の間に増加したこと

が明らかになりました (Polacheck et al. 2004, 

CCSBT 2010)。これは個体間の餌をめぐる

競争が少なくなったことに起因していま

す。さらに、産卵エリアでのミナミマグロ

の平均年齢は 1990 年代において約 19 歳か

ら 21 歳であったのに対し、21 世紀最初の 

10 年に 14 歳から 15 歳へと低下していま

す (CCSBT 2010)。若く小さな成魚の産卵に

比べ、長く生き、大きく成長した成魚は将

来世代の増殖により大きな影響を及ぼすた

め、これは特に重要な事実です (Scott et al. 

1999)。産卵エリアに回遊するミナミマグ

ロの大半は 15 歳から 25 歳で、最長は 

40 歳になります (Farley et al. 2007, Gunn 

et al. 2008, CCSBT 2010)。ミナミマグロの

最大サイズは太平洋クロマグロや大西洋ク

ロマグロと比べて小さめの傾向があります

が、245 cm に達し、260 kg を超すものもあ

ります (Nakamura 1990)。

クロマグロ漁業：過去と現在クロマグロ漁業：過去と現在
クロマグロ漁業の発展は主に 3 つの時代

に分けられます。何千年も昔の初期漁業で

は、定置網、手釣り、また沿岸刺し網など

小規模な零細漁業のアプローチがとられて

いました。この漁業は、鮮魚、薫製、塩漬

けの魚などをローカル・マーケットに供給

してきました。一般に沿岸海域での漁業に

は限界があったため、漁獲量は少ないもの

でした。次の段階に入ると、クロマグロ漁

業は大規模化した、産業化された漁業（缶

詰用の魚を供給する巻き網漁船と竿釣り

船、日本の冷凍刺身マーケットに魚を供給

する延縄漁業）へと移り変わりました。こ

うした漁業は今でも存在しますが、近年で

はさらに他の操業形態への移行が多く見ら

れます。グローバルなクロマグロ漁業の発

展の最終段階は、畜養に生きた魚を供給す

る巻き網漁船の拡大でした。畜養漁業で

は、若い個体を漁獲し、殺す前に生け簀で

餌を与え育てます。畜養されたクロマグロ

は主に日本の刺身マーケットへ供給されま

すが、最近では他の国へも供給されるよう

になりました。刺身マーケットのクロマグ

ロ価格は、缶詰マグロよりも遥かに高いた

め、刺身マーケットの出現とグローバル化

は世界のクロマグロ漁業の経済に大きな変

化をもたらし、クロマグロの乱獲に拍車を

かけました (Issenberg 2007)。

大西洋クロマグロ漁業大西洋クロマグロ漁業

東部大西洋と地中海東部大西洋と地中海
最初のクロマグロ漁業は地中海で発展しま

した。早くも紀元前 4000 年には、地引き

網、釣り針と釣り糸を利用してクロマグロ

を漁獲していた事実が明らかになっていま

す (Sara 1980, Fromentin 2009)。漁法は後に

定置網へと代わることとなり、紀元前 2000 

年までにはフェニキア人やローマ人の漁業

コミュニティが定置網漁業で何千トンもの

クロマグロの漁獲を記録しています (Porch 

2005)。この漁法は、1900 年代後半に地中

海全域や隣接する大西洋海域で近代的な漁

法が出現するまで比較的変化なく続きまし

た (Mather et al. 1995)。漁獲量は、恐らく環

境変化により変動しましたが、定置網およ

び定置網とともに発展してきた漁業コミュ

ニティも 20 世紀に入ってもまだ十分維持

起こるリスクを減らすために、1 年を通

して水温の変化の少ない海域で産卵しま

す。(Royer and Fromentin 2007)。死亡率の

高い卵を大量に産卵するクロマグロにとっ

ては、水温の変化が少ないことは特に重要

です。卵と幼生の生存率の変化は、たとえ

それが少さなものであっても、全体的な個

体数に多大な影響をもたらします (Cushing 

1968)。

 水温に加え、渦潮の動きもまた、クロ

マグロの産卵の成功を大きく左右すること

で知られています (Garcia et al. 2005, Teo et 

al. 2007b, Inagake, 2001)。産卵は適度な海面

温度 (24°~27°C) にて高い頻度で観測され

てきました。恐らくそれはその海域が成魚

にとって温かすぎず、かつ幼生の生存に必

要な条件を満たしているためです (Inagake 

2001, Teo et al. 2007b)。さらに、幼生を引き

込み、滞留させる適度な渦潮の動きも産卵

環境として好まれるようです (Garcia et al. 

2005, Inagake 2001, Teo et al. 2007b)。各個体

の産卵期間は 2 週間から数ヶ月続き、その

間 1 日から 4 日ごとの頻度で産卵が行われ

ます (Farley and Davis 1998, Block et al. 2005, 

Chen et al. 2006, Teo et al. 2007a)。

大西洋クロマグロのライフサイクル大西洋クロマグロのライフサイクル
大西洋では、クロマグロの産卵開始年

齢に開きがあります。地中海では 3 歳から 

5 歳の間の早い段階で成魚になりますが、

メキシコ湾やバハマ諸島では成魚になる

まで少なくとも 8 年の年月がかかります 

(Rodriguez-Roda 1967, Discenta et al. 1980, 

Baglin 1982)。地中海での最低の産卵年齢

は、産卵期に産卵エリアで行われた調査に

より推定されていますが、成魚になるまで

の平均年数は大西洋の個体群全体で過小評

価されている可能性があります (Rodriguez- 

Roda 1967)。これは、同年齢の個体の多く

が産卵エリアに戻らなかった可能性がある

ためで、したがってこの方法では標本抽出

されていません。電子タグデータでは北大

西洋から地中海へ入る 8 歳未満の個体が観

測されてこなかったことから、地中海の個

体群のなかには 5 歳をゆうに超えるまで成

熟しないものがある程度存在するという仮

説が支持されます (Block et al. 2005)。地中

海で漁獲されたクロマグロのサイズ構成か

ら、同海域のクロマグロの多くが 8 歳か

ら 9 歳にかけて産卵をはじめたと考えられ

ます (Heinisch et al. 2008)。しかしながら、

遺伝分析によると地中海には複数の個体群

が存在する可能性があり、各個体群はそれ

ぞれ異なる初回産卵年齢を有する可能性が

あります。

 大西洋西部では、クロマグロの成熟

は大西洋東部のクロマグロよりも遅いこ

とが一般的に認められています (Mather et 

al. 1995, Nemerson et al. 2000)。Baglin (1982)

は、8 歳未満の個体のほとんどが成熟に達

していないことを示しましたが、個体群全

体の完全な生殖スケジュールは推定して

いません。この研究では、産卵エリア沖

で、165 cm よりも小さな個体（8 歳未満）

をサンプル抽出し、そのどれもが成熟に

達していないことを明らかにしました。

一方で、メキシコ湾でサンプル抽出された 

205 cm よりも大きな個体（平均値 243 cm）

では、そのすべてが成熟していることが確

認されています (Baglin 1982)。メキシコ湾

での Baglin の調査でサンプルとなった個

体のサイズ分布は、延縄で漁獲されたクロ

マグロの分布とメキシコ湾に入ってきた電

子分析された個体のサイズ分布とぴったり

合っています (Nemerson et al. 2000, Block et 

al. 2005, Diaz and Turner 2007, Galuardi et al. 

2010)。総合すると、大部分が成熟する

年齢（個体群の 50 パーセント以上が産卵

をはじめた年齢）に達するのは、12 歳以上

であると言えます。さらに、西部に生息す

る大西洋クロマグロの成長率に関する新た

な研究では、成長率は緩やかで、個体の

実年齢はこれまで考えられていたよりも

高いことがわかりました (Restrepo et al, 

2010)。このことを考慮に入れると、メキ

シコ湾では大部分の個体が 15 歳になって

初めて産卵するのに対し、もっとも早い産

卵は 8 歳から 10 歳頃に行われると考えら

れます (Diaz 2011)。成熟到達年齢の高さ

に加えて、西部に生息する大西洋クロマグ

ロは長い寿命を持っています (32 歳まで

生き、最大 320 cm、680 kg に達する)。そ

の結果、西部の個体群は生殖期間が長くな

っています (Mather et al. 1995, Nielson and 

Campagna 2008)。

太平洋クロマグロのライフサイクル太平洋クロマグロのライフサイクル
太平洋クロマグロは 3 歳から 5 歳の間に

成熟すると考えられていますが、これは産

卵エリアでの調査のみに依拠して推定さ
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クロマグロのマーケットも、缶詰用のマグ

ロ需要から日本の刺身輸出マーケットへと

移行していきました。クロマグロの価格高

騰のため、高い漁獲圧が続き、1980 年代

初頭にはメキシコ湾の産卵エリアでのクロ

マグロ漁獲が禁止され、総漁獲量が 2,500

トン以下に削減されるまで、漁獲量は年間 

5,000トンから 7,000トンの間で推移しまし

た (Mather et al. 1995, Fromentin and Powers 

2005, ICCAT 2010) (図 5)。

太平洋クロマグロ漁業太平洋クロマグロ漁業

東部太平洋東部太平洋
人間と大西洋クロマグロとの長い歴史につ

いては多く書かれてきましたが、太平洋の

クロマグロ漁業も、大西洋のクロマグロ漁

ほどではないものの同様の長い歴史を持ち

ます。太平洋の東部では、大型のクロマグ

ロ (160 cm 以上) の骨が、カナダのブリテ

ィッシュ・コロンビア州およびアメリカ

のワシントン州北部にある先住民族コミュ

ニティの遺跡で発見されました。この化石

は少なくとも紀元前 3,000 年にまで遡り

ますが、部族の長老らが語るところによる

と、19 世紀中頃までクロマグロの漁業が活

発であったようです (Crockford 1997)。スポ

ーツとしてのクロマグロ漁もまた、東部太

平洋で初めてはじまります。19 世紀後半、

一本釣りによって漁獲された最初の大型ク

ロマグロ (100 kg 超) は、南カリフォルニア

のカタリナ島沖で漁獲されたものです。こ

のクロマグロを追っていた男たちはすぐに

世界初のスポーツフィッシング・クラブ「

カタリナ島ツナクラブ」(the Catalina Island 

Tuna Club) を創設し、そのクラブの基本ル

ールを「ゲーム・フィッシングのためのフ

ェア・プレイ」としました。

 東部太平洋でクロマグロが頻繁に見ら

れたことを示す過去のレポートとは対照的

に、近年では大型クロマグロとの遭遇は散

発的であり、少なくなっています (Foreman 

and Ishizuka 1990)。商業漁業は、主に巻き

網漁業ですが、1914 年までに東太平洋で

されていました。(Ravier and Fromentin 2004, 

Fromentin and Powers 2005)。

1950 年代までには、北海のクロマグ

ロを狙った大規模な巻き網漁業が発展しま

した。主にノルウェーの漁船によって行わ

れ、その漁獲量は大西洋東部と地中海にお

いて最大の漁業規模となりました (Miyake 

et al. 2004) (図 5)。巻き網漁業では、魚群

全体を取り巻くように網が配置されるた

め、特に効果的です。最大で 18,000 トン

のクロマグロが、毎年北海で陸揚げされま

した。しかしながら、この漁獲量は持続

可能なものではなく、1963 年までには漁

獲量は不安定になりその後回復すること

はありませんでした (Fromentin and Powers, 

2005, MacKenzie and Myers 2007, Fromentin 

2009)。大西洋東部や地中海では 1960 年代

全体から 1970 年代初頭まで、漁獲総量は

比較的低い水準 (15,000トン未満) を維持し

ていました (International Commission for the 

Conservation of Atlantic Tunas [ICCAT] 2010) 

(図 5)。

 1980 年代から 90 年代にかけて、大西

洋クロマグロのマーケットは主にヨーロッ

パの地元での消費から日本への大規模な輸

出へと発展していきました。同時に、畜養

用の生け簀の利用も増加し、マーケットの

動向や価格上昇に効率よく合わせられる

畜養の特質により、地中海漁業は一層利

益のあるものになりました (Fromentin and 

Powers 2005, Fromentin 2009)。このことはま

た、地中海のクロマグロ漁業において重大

な違法 (illegal)・無規制 (unregulated)・無報

告 (unreported) 漁業 (IUU 漁業) を誘発する

ことになりました。地中海での巻き網漁船

による漁獲量の増大により、東大西洋およ

び地中海での漁獲総量は、1970 年の 11,000

トンから、2006 年には史上最大となる 

60,000トンにまで押し上げられました 

(図 5)。漁獲量は 2006 年から大幅に減少し

たと考えられていますが、地中海の主要漁

業国からの漁獲データの報告が不十分で、

現在も IUU 漁業が続いているため、いかな

る漁獲量の推定も不確実なものとなってい

ます (ICCAT 2010)。

西部大西洋西部大西洋
西部大西洋のクロマグロ漁業は、東部大西

洋のクロマグロ漁業ほどの歴史を持ってい

ません。もっとも初期のクロマグロ漁業

として知られているのは、20 世紀初めに

ニューイングランドやカナダでの小規模

な定置網と銛を使った漁業でした (Bigelow 

and Schroeder 1953)。20 世紀中頃には、レ

ジャースポーツとしてのクロマグロ漁がア

メリカやカナダの東海岸で発展しました

(Farrington 1949)。フロリダ海峡やバハマ諸

島におけるレジャーとしてのクロマグロ漁

業は、特に注目すべきものでした。この漁

では、餌が豊富な夏にノバスコシア沖の餌

場において最大の重量に育った巨大クロマ

グロに加え、メキシコ湾の産卵エリアを離

れた大型のクロマグロをターゲットにしま

した (Farrington 1949)。この漁業は漁獲数で

言えば小規模なものでしたが、クロマグロ

のサイズ、スピード、またパワーについて

の歴史的伝説に貢献しました。例えば、か

つてヘミングウェイは、バハマ諸島のビミ

ニ島で起きた漁師とクロマグロとの壮大な

戦いを描き、彼はクロマグロを「全魚類の

王」と表現しました。

 大西洋西部で最初にはじまったクロマ

グロの大規模な商業漁業は、ブラジル沿岸

沖の日本の延縄漁業と、ニューイングラン

ド沖でのアメリカの巻き網漁業で、両者と

も 1950 年代後半に発展しました (Mather 

et al. 1995)。ブラジル沿岸での日本の漁獲

量は、1964 年までに年間 12,000トン以上

に増えましたが、操業開始から 10 年もた

たないうちにクロマグロはこの海域から消

えてしまい、戻ることはありませんでし

た (Fromentin 2009)。ブラジル沿岸での漁

業の発展と同じ頃に、小・中サイズのクロ

マグロ (91 kg 以下) を漁獲するアメリカの

巻き網漁業が、ニューイングランドで発展

し、5,000トン以上を漁獲するなど 1962 年に

はピークに達しました (Miyake et al. 2004)。

両漁業による高い漁獲量は、西部大西洋で

の漁獲量を押上げ、総漁獲量は 1964 年ま

でには 20,000トン近くまで達し、その後こ

の水準に到達することはありませんでした

(Fromentin and Powers 2005, Porch 2005)。

 1970 年代は漁具や漁業国が変化した変

遷の時代でした (図 5)。日本の延縄漁業は

メキシコ湾や北大西洋へ移動し、小規模な

巻き網漁業はニューイングランドにとどま

りました。またアメリカおよびカナダの東

海岸沿岸では商業目的の一本釣り漁業が水

揚げの主な供給源となりました (Mather et 

al. 2005)。漁業海域や漁具の変化に加えて、

* 注：ミナミマグロの漁獲量と地中海のクロマグロの漁獲量はここ数十年著しく過小報告されていたと考えられている。 

図 5：1950 年以降の各クロマグロの水揚げ年以降の各クロマグロの水揚げ䌿*
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い漁獲割当によって漁獲が制限されるよう

になりました (Safi na 2001) (図 5)。

 オーストラリアの竿釣り漁業、トロー

ル漁業、巻き網漁業もまた、1950 年代にオ

ーストラリア南部で発達しました。これら

の漁業では、日本の延縄漁業が漁獲するよ

りも小さいクロマグロを対象とし、そのほ

とんどはオーストラリアの缶詰工場へ送ら

れました。この漁法での漁獲量は徐々に増

加し、1982 年には 20,000トンを越えるま

で総漁獲量が増加しました (CCSBT 2010) 

(図 5)。日本の延縄漁業と同様、オースト

ラリアの漁獲量も、漁獲割当制度が導入さ

れるに伴い、1990 年代に顕著に減少しまし

た。同時に、クロマグロのマーケットは缶

詰工場への供給からオーストラリア南部の

マグロ畜養への供給に変化していきました

(CCSBT 2010)。

 クロマグロを漁獲する主要国（オース

トラリア、日本、ニュージーランド）は漁

獲割当量に関する協定により漁獲量が制限

されていたため、ミナミマグロの総漁獲

量は、1990 年代全体を通してかなり低い水

準（年間約 14,000トン）に維持されてい

ました (Hayes 1997, CCSBT 2010) (図 5)。し

かし、他の国による漁獲が 1990 年代に増

加しはじめ、1999 年には総漁獲数は 20,000

トンを越える水準にまでに押し上げられま

したが、21 世紀初めには再び減少します

(Miyake et al. 2004)。しかし過去 20 年間の

漁獲量は、かなり過小に報告されていた可

能性を示す事実が明らかになっています

(CCSBT 2010)。日本の延縄漁船から報告さ

れた漁獲量と、マーケットでの流通量を比

べると、実際の漁獲量は、管理当局へ報告

されている数の 2 倍であるとみられていま

す (Polacheck and Davies 2007)。

クロマグロ個体群の管理とクロマグロ個体群の管理と
現状現状
クロマグロの管理は複雑です。大部分の

遠洋または公海の魚種と同様、クロマグロ

は地域漁業管理機関 (RFMO) のもとで管理

されています。RFMO が締約国間で対象資

源の保全と管理について合意を形成する枠

組みを提供し、各締約国がそれらの措置を

実施します。RFMO はまた、加盟国の遵守

を監視し、漁業データを収集する機関で

す。4 つの RFMO がクロマグロ漁業の管

理に責任を負っています。これらの機関は

管轄海域においてクロマグロおよびその他

の遠洋漁業種の漁獲を行う国によって構成

され、沿岸漁業国と遠洋漁業国が含まれま

す。RFMO はそれぞれ組織形態が異なりま

すが、決議は通常コンセンサスによって行

われます。その結果として、漁獲管理の大

幅な変更を成立させる作業は、段階的で多

くの場合難しいプロセスとなります。

 各 RFMO はその構造の違いに加え、

個体数の科学的評価の実施と利用方法にも

違いがあります。全米熱帯マグロ類委員会

(IATTC) など、RFMO のなかには多くの研

究を引き受け、個体数評価を実施する常勤

の科学者をスタッフとして備えている機関

もあります。ICCAT など、他の機関は研究

情報の提供を加盟国政府、また個体数評価

の実施を科学者に依存し、フルタイムのス

タッフは事務スタッフと技術スタッフのみ

です。みなみまぐろ保存委員会 (CCSBT) は

科学委員会に中立的な委員長を据え、加盟

国から派遣される科学者に加え独立した科

学者からなるパネルを組織しています。最

終的には、国別割当と総捕獲枠、サイズ制

限、他の管理措置に関する決定は、科学者

によってではなく、各 RFMO 委員会の加盟

国の代表によって行われます。通常、委員

会は明確な助言を科学委員会に求め、その

助言に従うかどうかを決定します。

 どの研究にも当てはまることですが、

個体数の評価プロセスで使われる生物学的

パラメーターには通常ある程度の不確実性

が存在します。そしてこの不確実性が評価

の結果に大きな影響を持っています。例え

ば、成魚の年齢は、計算方法の違いによ

り、5 歳から 10 歳の範囲にあると推定され

たとします。5 歳という推定値を利用すれ

ば、10 歳という推定値を利用するよりも、

高い個体数成長率を示す個体数評価につな

がります。大部分のモデルにおいて、産卵

可能年齢を 5 歳からと仮定すれば、より楽

観的な結果がもたらされ、より高い漁獲率

が許容されます。

 不確実性は、計測が難しくかつ個体数

評価の結果に影響を及ぼす生物学的パラメ

ーターでより大きくなります。例えば、自

然死亡数、すなわち漁獲とは関係なく、あ

る年に死んだ魚の数を推定することは極端

に難しいことですが、その推定値は、個体

群の個体数や魚重量の推定値などモデル出

力に多大な影響を与えます。したがって、

発展し、1950 年代後半に大きく広がりま

した (Bayliff 1994)。この漁業は、主に小さ

なクロマグロ (100 cm 未満) をターゲットと

していましたが、獲れるときには大きなク

ロマグロも漁獲しました (Hanan 1983)。

東部太平洋での漁獲は、アメリカの南カ

リフォルニア沖やメキシコのバハ・カリフ

ォルニア沖を主とし、1965 年には 18,000

トン近くに達するなどピークを迎えました

が、その後 1980 年代から 1990 年代初頭に

かけて減少していきました (Bayliff 1994) 

(図 5)。東部太平洋でのクロマグロの漁獲

は、太平洋西部から回遊してくるクロマ

グロに依存しているため、20 世紀全体に

わたって漁獲量の変動は大きく、数年間

で 5,000トン以上の変動が見られることも

ありました (Hanan 1983) (図 5)。1990 年

代後半、東太平洋でのクロマグロの漁獲量

は再び増加しはじめ、2007 年には 10,000

トンに達しました (International Scientifi c 

Committee for Tuna and Tuna-like Species in the 

North Pacifi c Ocean [ISC] 2008) (図 5)。この増

加もまた、クロマグロのマーケットが、缶

詰用に漁獲されたものから、日本の刺身マ

ーケットへの供給のためにメキシコの畜養

生け簀用に漁獲された生きたクロマグロへ

シフトすることにより発生しました (Inter-

American Tropical Tuna Commission [IATTC] 

2010)。東部太平洋で漁獲されるクロマグロ

の 90 パーセント以上は 60 から 100 cm の

大きさのクロマグロで、約 1 歳から 3 歳の

年齢を示すものです (IATTC 2010)。

西部太平洋西部太平洋
東部太平洋と同様に、日本の沿岸地域での

クロマグロの漁獲は 6,000 年前まで遡るよ

うです (Muto et al. 2008)。西部太平洋では、

沿岸での銛や手釣りなどの漁法が使われま

した。沿岸海域に操業範囲が限られていた

ため、その漁獲量はおそらく少なかったと

考えられます。さらに進んだ漁法では、19 

世紀後半の日本、ロシア、韓国、中国の省

である台湾で発達した定置網、流し網、手

釣りを利用したものがありました。これら

の漁業は現代の漁船とはかけ離れたもので

はありますが、水揚げは年間 3,000トンから 

50,000トンに達したと推定され、1935 年を

ピークに、その後 1940 年代から 50 年代に

かけて大きく減少します (Muto et al. 2008)。

第二次世界大戦が終わると、西部太平

洋のクロマグロを狙った日本の巻き網漁船

や延縄漁船が大きく拡大し、その漁獲量は 

20 世紀後半と 21 世紀の最初の 10 年を通

して、年間 10,000トンから 35,000トンの間

で変動しました (Miyake et al. 2004) (図 5)。

太平洋での最大のクロマグロ漁業は日本の

巻き網漁業で、1952 年以来、年間 2,000ト

ンから 25,000トンを漁獲しています (IATTC 

2010)。この漁船は主に日本海や東シナ海に

いる小さな魚 (1 歳から 3 歳未満) をターゲ

ットとしています (Miyake et al. 2004)。

さらに、日本と台湾の延縄漁業では西

部太平洋全体、特に産卵エリアにいる大

型クロマグロをターゲットとしています

(IATTC 2010, Miyake et al. 2004)。小規模なト

ロールと流し網による漁業も西部太平洋の

クロマグロをターゲットとしていますが、

これらの漁業による漁獲量は、遥かに大き

な巻き網や延縄漁業に比べるとわずかで

す。西部太平洋での最大のクロマグロ漁業

は小さなクロマグロをターゲットとしてい

るため、漁獲されたすべての魚の 93 パー

セントまでが 3 歳未満であると推定されて

います (Itoh 2001)。

また、南太平洋、特にオーストラリア

沖やニュージーランド沖でも少量のクロマ

グロの漁獲が記録されています (Miyake et 

al. 2004)。これらの漁業での漁獲数は小さい

ながらも、漁獲されたクロマグロのほとん

どが非常に大きな成魚です (Itoh 2006)。

ミナミマグロ漁業ミナミマグロ漁業
ミナミマグロは大西洋クロマグロや太平

洋クロマグロよりもその歴史は浅く、初

期の零細漁業についても比類可能な記録は

ありません。ミナミマグロの最初の漁業は 

1950 年代に発展しました (Hayes 1997, Sharp 

2001)。ちょうど日本の延縄漁業が、イン

ドネシアとオーストラリアの間に位置する

産卵エリアで、ミナミマグロの成魚を狙い

はじめた頃でした。漁獲量は 1961 年には 

60,000トン近くに達しました (Miyake et al. 

2004) (図 5)。その後、漁獲量は次第に減少

し、日本の漁船は 1970 年代から 80 年代に

かけて南オーストラリア、ニュージーラン

ド、南アフリカへ漁業を拡大させはじめま

した (Sharp 2001)。1980 年代を通して漁獲

量の減少は止まらず、1990 年代には個体数

の減少を止めるために導入されたより厳し
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数字よりも一層大きなものになりそうです 

(Mather et al. 1995, Porch 2005)。

 大西洋クロマグロの管理に大きな問題

があり、また東部における個体数の減少が

加速し、西部の個体群が 30 年以上にわたり

回復を見せないこともあり、商業目的での

国際取引を禁止する力を持つ「絶滅のおそ

れのある野生動植物の種の国際取引に関す

る条約 (CITES) 」の付属書に大西洋クロマ

グロを掲載する提案が提出されました。付

属書に掲載されていたならば、国際的に取

引されるクロマグロの大部分や、世界の刺

身マーケットへ供給されるほぼすべての高

価格マグロについては、乱獲を促すマーケ

ットの力を著しく減じることになったはず

です。付属書への掲載の脅しにより、不法

漁獲や無報告に対する規制を強める圧力が

増すことになりました。採択された措置も

しくは漁獲率のさらに厳しい規制が、将来

的にクロマグロの個体群の健全性にどう影

響するのか、現時点では不明です。

 国際的に管理された大きな遠洋魚種の

回復の可能性を考えるときに、北大西洋の

メカジキが枯渇から回復したように、近年

は成功例も存在しています。乱獲や幼魚の

多量の漁獲、産卵エリアでの漁獲により、

北大西洋のメカジキの個体群規模は 1980

年から 2000 年の間、著しく減少しました

(ICCAT 2010)。総割当量を減らし、漁獲許容

最小サイズを大きくし、幼魚や産卵成魚を

保護するために禁漁区域を定めることで、

メカジキの個体群を過去の減少から、現在

では完全に回復したと考えられるポイント

まで回復させることができました。クロマ

グロについても、同様の枠組みを導入す

れば、個体群はまだ回復させることが可能

です。

太平洋クロマグロの管理太平洋クロマグロの管理
最近まで、太平洋クロマグロは太平洋の

RFMO の管理の隙間に陥っていました。温

帯性マグロの一種である太平洋クロマグロ

は、同じような海域に分布する他の主要な

マグロ種を管轄する IATTC または中西部太

平洋まぐろ類委員会 (WCPFC) の二つの主

要 RFMO では管理されていません。その

ため、正式な管理（十分な個体数評価や、

厳しいモニタリングと漁獲割当量を含む）

は、他のクロマグロ種では整備されている

ものの、太平洋クロマグロには導入されて

いませんでした。クロマグロの個体数評価

は北太平洋まぐろ類国際科学委員会 (ISC) に

よって実施され、それに伴う管理措置の勧

告は、IATTC と WCPFC がそれぞれの管轄

漁業について対応を実施します。

 太平洋クロマグロの個体群は一番最近

の評価では、漁獲がはじまる前の初期バ

イオマスの 3 パーセントから 26 パーセ

ントの間にあるとされ、太平洋クロマグ

ロが乱獲されていることが示されました 

専門家は多くの場合、単一の漁獲許容量で

はなく、不確実性の範囲を管理者に提供し

ます。政府はみな予防原則を支持していま

すが、（推定値の範囲の下端での）予防的

な割当量の設定に賛成するかしないかは一

般的には科学的根拠の強さよりも経済と政

治に依存しています。

 個体数評価の科学の難しさや、総漁獲

許容量や国別割当についてのコンセンサス

形成の難しさに加え、割当量の遵守と実施

もまた難しい課題です。究極的には、加盟

国がそれぞれ自国の漁船に対して合意され

た規定を実施する責任があります。RFMO

加盟国間には、政治的意思や監視・実施能

力に大きな開きがあるため、規定の遵守も

大きく異なります。さらに、経済的誘因に

より、仮に国が乱獲を制御する術を持って

いても、乱獲に目をつぶってしまうことも

あります。

大西洋クロマグロの管理大西洋クロマグロの管理
大西洋クロマグロの漁獲量減少が、1969 

年の ICCAT の成立を促しました (ICCAT 

2006)。現在、48 の加盟国政府が参加し、

また協力的非加盟国も参加しています

(ICCAT 2010)。北大西洋の東部および西部

での漁獲の違いや生活史の特質上の違いの

ため、ICCAT は東部および西部の大西洋ク

ロマグロが別個体群にそれぞれ属している

と仮定しました (National Research Council 

[NRC] 1994)。ICCAT が使用する個体群間の

境界は、中部大西洋の西経約 45 度とされ、

また歴史的に大西洋クロマグロの個体群間

の混在水準は低い（年間約 2〜4 パーセン

ト）との仮定に立って管理されてきました 

(NRC 1994)。最近の遺伝学的研究は大西洋東

部および西部の個体群は生殖において独立

しているとしています。しかし、現在では

二つの個体群が重なり合う部分は以前考え

られていたよりも広いとされ、大西洋西部

の海域のなかには最大 50 パーセントが大

西洋東部からの個体であるものもあります 

(Block et al. 2005, Rooker et al. 2008, Boustany et 

al. 2008)。東部の個体群は、西部の個体群に

比べて一桁大きいため、上記の事実は、西

部の大西洋クロマグロの管理に多大な影響

を及ぼします。つまり東部から西部に移動

するクロマグロ数の変化がわずかであって

も、西部のクロマグロの個体数に大きな違

いをもたらします (ICCAT 2010)。

 混在と評価プロセスに関するもう一つ

の懸念は、二つもしくはそれ以上の異なる

個体群が地中海で産卵していることが遺伝

子データから明らかになっているにもかか

わらず、大西洋東部および地中海のクロマ

グロが現在一つの個体群として評価されて

いることです (Carlsson et al. 2004, Boustany 

et al. 2008, Riccioni et al. 2010)。地中海の複

数の個体群を一つの個体群として評価する

ことは、大きな個体群からの漁獲量が多い

場合、小さな個体群の減少を不明瞭にして

しまう可能性が高くなります。

 著しい不確実性は大西洋東部の評価に

用いられたデータにも存在します (Advanced 

Tuna Ranching Technologies [ATRT] 2010, 

ICCAT 2008)。総漁獲量及び漁獲許可サイ

ズ以下の漁獲に関する過少申告により、科

学者が正確に個体数を評価し、将来の予測

を行うことを難しくしています。しかしな

がら、大西洋東部のクロマグロ管理におけ

る最大の問題は、管理措置の実施です。科

学的な助言よりも高い漁獲割当量を設定す

る管理者に加え、漁獲割当の遵守も欠落し

ているため、漁獲量が科学的に推奨された

水準を最大 400 パーセント超過する年もあ

りました (Hurry et al. 2008)。大西洋西部で

は、成魚数と未成魚数の関係についての前

提の変化により、ICCAT はより生産的な漁

獲をもたらす水準に個体数を戻そうとする

よりも、現在の個体群規模に安定させる管

理戦略に従うこととなりました (Safi na and 

Klinder 2008)。

 大西洋東部の個体群は、最大の漁獲を

もたらす成魚バイオマス（個体群内のすべ

ての成体魚の重量）の約 35 パーセントに

あると評価され、また、実際の漁獲率はさ

らなる個体数の減少を抑えるのに必要とさ

れる漁獲率の二倍になっていました (ICCAT 

2010) (図 6)。漁業管理者がしばしば「産卵

親魚バイオマス (SSB) 」と呼ぶ成魚のバイ

オマスは、長期におけるクロマグロ個体群

の相対的な健全性を測る共通の方式となっ

ています。大西洋西部では、SSB が 1970 

年から 81 パーセント減少したと推定さ

れ、SSB が増加する徴候もなく、30 年以上

この低い水準が続いています (ICCAT 2010) 

(図 6)。しかしながら、大西洋西部で最大の

漁獲は 1970 年以前に行われたために、漁獲

がはじまる前の初期資源状態から見た減少

は、ICCAT が算出した 81 パーセントという

図 6：産卵親魚バイオマス産卵親魚バイオマス (SSB)・成魚バイオマスの長期的推移・成魚バイオマスの長期的推移䌿
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(Ichinokawa et al. 2010) (図 6)。しかしなが

ら、漁獲を除いた死亡率はまだよくわかっ

ていないため、この推定値には高い水準の

不確実性が伴っており、それは個体数モデ

ルの推定結果に大きな影響を与えます (ISC 

2008, IATTC 2010)。他のクロマグロ種と同

様、適切な監視をはじめる前にすでに大

量に漁獲されていたため、初期資源状態の

個体群規模を評価することが非常に難しく

なっています (Miyake et al. 2004, Muto et al 

2008)。しかしながら、良質なデータが得ら

れた期間について推定した成魚のバイオマ

スと比べても、2007 年の資源量は 1960 年

に記録された最大資源量の 50 パーセント

を下回ると推定されます (Ichinokawa et al. 

2010) (図 6)。重要な懸念材料のひとつは、

まだ産卵段階に達していない未成魚の高い

漁獲量です。太平洋西部で漁獲されたクロ

マグロの最大 93 パーセントと、太平洋東部

で漁獲されたクロマグロの 90 パーセント

以上が、非常に小さな幼魚や成熟年齢に達

しないクロマグロでした (Itoh 2001, IATTC 

2010)。最新の漁獲死亡率は、持続可能な水

準を上回っていると考えられています (ISC 

2008)。

ミナミマグロの管理ミナミマグロの管理
1970 年代にミナミマグロの漁獲量が減少し

たことにより、主要漁業国のオーストラリ

ア、ニュージーランド、日本は、1982 年に

漁獲割当システムを導入しました (Edwards 

2001)。資源の減少に歯止めがかからなかっ

たため、また他の漁業国がミナミマグロを

漁獲しはじめたため、1994 年に CCSBT が

正式に設立されました (Safi na 2001)。厳しい

漁獲割当量が設定されましたが、加盟国に

よる乱獲と、増え続けた非加盟国による漁

獲圧が保全措置の効果を損ない、個体群規

模は減少し続けました (CCSBT 2010)。

 その後数十年の間に、韓国やインドネ

シアが CCSBT に参加し、中国の省である

台湾も参加しました。さらに他の国々も協

力的非加盟国として参加するようになり

ました。協力的非加盟国は、CCSBT の管

理措置に従いますが、委員会で投票する権

限を持ちません (CCSBT 2010)。ミナミマ

グロの管理はとりわけ対立的で、オースト

ラリア、ニュージーランドが、合意した漁

獲割当量を上回った漁獲を行っているとし

て日本を国連海洋法条約の裁判所に提訴し

たことで対立は頂点に達しました (Romano 

2001)。加盟国政府による漁獲量の過小報告

が続いたことにより、ここ 10 数年における

成魚バイオマスはさらに減少しました。最

新の個体数評価によれば、産卵親魚の資源

量は過去数十年にわたり極めて低い水準の

ままであり、漁獲開始前の初期資源状態の 

3 パーセントから 7 パーセントの水準にあ

るとされています (CCSBT 2010) (図 6)。近

年の管理活動や、特に過去に乱獲してきた

加盟国に対する、さらなる割当量の削減に

より、この個体群はゆるやかに回復してい

くと予想されています (CCSBT 2010)。しか

しながら、ミナミマグロの生活史の特質、

特に長い寿命と遅い生殖成熟のために、こ

の種の回復はゆっくりとしたものとなるみ

られています。

終わりに終わりに
積極的な管理も行われてきていますが、ク

ロマグロは今後も多くの困難に直面しま

す。世界のクロマグロの個体群が歴史的な

水準に比べ、著しく減少したままですが、

現在の管理措置の決定は過去の数十年と

比べて向上しました。鍵となるのはそれら

の決定を効果的に実行し、実施することで

す。歴史的にもっとも激減したマグロ種に

該当するミナミマグロや西部の大西洋クロ

マグロでさえ、個体数の減少は止まったと

考えられています。西部の大西洋クロマグ

ロの場合、個体数水準の微増が見られます

(ICCAT 2010, CCSBT 2010)。東部の大西洋ク

ロマグロは、無規制の漁獲が行われていた

個体群であるが、管理者は現在、割当量の

設定で科学的な勧告に従う方向で動きはじ

めています。2010 年には、東部の大西洋ク

ロマグロの割当量は科学的助言の範囲内に

収まるようになりました。さらに、違法で

無規制の漁獲の規制を目的とした強制措置

が、大西洋東部および地中海で採用されて

います。ただし、一つの疑問が残ります。

それはこうした措置がはたして遵守され、

不遵守の場合に強制執行されるのかという

ものです。

 資源評価を完成させるために利用され

る基本的な生活史データと同様に漁獲デー

タにおいても不確実性が残っています。資

源状況において認められるいかなる改善状

況も、データの質が改善されれば、一瞬で

消え去ってしまうことになるかもしれませ

ん。クロマグロの管理で改善が望まれる点

として、未成魚の漁獲のコントロールがあ

ります。特に、太平洋および地中海ではす

べての個体群の産卵エリアでクロマグロの

漁獲を排除すること、また遵守措置の強化

とその実施が重要となります。

 もし、管理者がこれらのよい流れを継

続し、悪い流れを逆転させることができ、

かつクロマグロに十分な予防原則を適用す

ることができれば、北大西洋でのメカジキ

の例が示すように、健全な水準にまで再び

クロマグロの個体数が増加する可能性はま

だ残っています。メカジキよりも個体群成

長率が遅いクロマグロにとって、このプロ

セスは理想的な環境下であっても、よりゆ

っくりとしたものになるでしょう。このた

め、クロマグロ個体群の増加が短期的な利

益に駆られて無駄にならないように、引き

続き警戒することがを必要なのです。
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